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研究要旨：  
平成 24 年 2 月に小児がん拠点病院（以下「拠点病院」とする）が全国に 15 施設指

定されたが、小児がん医療の実態と理想の間には、依然として乖離がある。今回、拠
点病院が指定されたことは、理想実現の第一歩であり、今後は拠点病院の医療の質を
向上させることで、より理想的な小児がん診療を行うことの出来る体制を構築する必
要がある。 
本研究では、拠点病院及び小児がん診療病院における診療連携方法の確立を研究し、

チーム医療を推進することで、真に機能する連携のあり方を検討する。拠点病院の医
療の質のばらつき、地元に戻った患者への医療の継続的提供体制の欠如、拠点病院の
質の評価指標の未確立などの項目につき、解決する方策を提言する。診療連携の様々
な側面で、拠点病院内外での連携について調査研究を行い、問題点を整理することで、
真に機能する診療連携を目指す。 
 
【1．研究目的】 
拠点病院および小児がん診療病院に

おける診療連携方法を確立し、チーム
医療を推進することで真に機能する連
携の在り方を検討する。特に小児がん
拠点病院としての九州大学病院におけ
る医療提供体制について、また九州・
沖縄ブロックにおける医療の質のばら
つき、地元に戻った患者への医療の継
続的提供体制の問題点などにつき解決
する方策を提言することを目的とする。 
 
【2．研究方法】 
小児がん拠点病院としての九州大学

病院における医療提供体制の整備、九
州・沖縄地域の唯一の小児がん拠点病
院としての地域連携における医療連携
体制の整備についてそれぞれの視点か
ら計画を立案した。 
 
１小児がん拠点病院計画 
 

 (1)チームによる集学的治療及び標準
的治療の実施体制の整備 
医師（小児科，小児外科，放射線科，

整形外科，脳神経外科，眼科，耳鼻咽
喉科， 
産婦人科，泌尿器科，精神科神経科，

心療内科，麻酔科及び小児歯科・スペ
シャル 
ニーズ歯科等）・看護師・薬剤師・

放射線技師等のスタッフによるチーム
医療体制 
の強化を行う。 
 

（2）専門的な知識及び技能を有する
医療従事者及び療養を支援する者の
配置 
上記のチーム医療体制を支持する保
育士、臨床心理士、チャイルドライ
フスペシャリストなど小児がん患者
の心理的サポートなどを行うスタッ
フの配置を行う。 
 



(3) 相談窓口の充実 
再発がん及び難治がんの患者に対し
て家族の不安や疑問に適切に対応す
ると共に、療養上の相談やセカンド
オピニオンなどの対応を充実させる。 
 

(4) 思春期のがん患者への診療体制 
小児医療センターにおいては、思春
期から若年成人のいわゆる AYA 世代
のがん患者の診療も行っている。高
校生以上の患者に対する院内学級な
どを含む教育体制の整備や患者同士
のコミュニケーションを行うための
専用のスペースの確保、成人に達し
た後の成人診療科と連携したフォロ
ーアップシステムの構築などを行う。 
 

(5) 緩和ケアチームによる緩和ケアの
実施体制 

医師・看護師・臨床心理士・保育
士・チャイルドライフスペシャリス
ト・院内学級教師など多職種による
小児緩和ケアチームを構成し、定期
的なカンファレンスとや回診を行い、
患児の疼痛のマネジメントや処置に
よる苦痛の緩和を行う。 
 
 

２九州・沖縄地域小児がん地域計画 
 

(1) 九州・沖縄地域小児がん医療提供
体制の構築 

九州・沖縄ブロックの小児がん診療
病院として各県（福岡県、佐賀県、
長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、
鹿児島県、沖縄県）にある大学病院
や総合病院から構成される「九州・
沖縄地域小児がん医療提供体制協議
会」を立ち上げる。各県の連携大学
病院及び連携総合病院の下には複数
の小児連携病院に支持される組織体
制があり、九州・沖縄地域の全ての
小児がん患者をくまなくフォローア
ップできるような体制を構築する。 
 

(2) 疾患別、治療内容に応じた地域連

携 
白血病、悪性リンパ腫などの血液系
悪性腫瘍に関しては、再発・難治性
の高い疾患については、九州大学病
院にて受け入れ治療を施行し、治療
後は各県の小児がん診療病院及び小
児連携病院でフォローアップする。
神経芽腫、ウィルムス腫瘍などの固
形悪性腫瘍に関しては症例の少ない
施設においては各県の小児がん診療
病院への症例の集約化を図り、再
発・難治例については、できるだけ
九州大学病院にて治療を行うように
努める。また放射線治療については
リニアック、サイバーナイフなど高
精度放射線治療設備を完備した、九
州大学病院に加えて各県の小児がん
診療病院にて治療を施行する。 

 
(3) 地域連携を進めるための取組 
①九州・沖縄地域小児がん拠点病院連
絡会議の定期的な開催 
 年 2 回、九州・沖縄地域小児がん医
療提供体制協議会を構成する施設に
よる会議を行い、小児がん拠点病院
としての事業の進捗や展望について
の討議を行う。 

②テレビ会議による協議会の開催 
年２回の定期的な小児がん拠点病院
連絡会議に加えて、テレビ会議とし
て毎月 1回開催する。 

 
(4) 小児がん登録事業に関して 

現在、小児がん登録は院内がん登録、
学会基盤の小児がん登録など複数の
小児がん登録事業があるため、非常
に複雑化している。九州・沖縄地域
の登録に関して小児がん診療病院の
事務担当部署に統一し、九州大学病
院小児がん拠点病院事務局が取りま
とめを行い、今後の登録一元化に関
しての方向付けを行う。 

 
(5）行政との連携 

福岡県内においては、福岡県がん対
策推進協議会を通じて、本院を中心



とした地域の医療機関との連携協力
体制の構築を行う。また、九州・沖
縄地域内における福岡県外の行政機

関へは、各県の連携大学病院等を通
じ、連携を深める。 

 

3．【研究結果】 
 
1 小児がん拠点病院計画、２九州・沖
縄地域小児がん地域計画、それぞれに
ついて平成 26 年度の進捗状況を報告
する。 
 
１小児がん拠点病院計画 
 
(1) チャイルド･ライフ･スペシャリス

トの配置 
平成 26 年 1 月チャイルド･ライフ･
スペシャリスト 2 名雇用したことに
より、小児医療センターにおける子
どもへの処置・検査中の精神的サポ
ートやプレパレーション（心の準備
のサポート）等を行うことが出来る
ようになり、子どもが主体的に治療
に臨める環境づくりが強化された。
また、多職種との連携強化のため、
チャイルド･ライフ･スペシャリスト
という職種への理解や、子どもへの
具体的な対応の仕方について積極的
に講義を行っている。 

 
(2) 長期フォローアップにおけるトラ

ンジショナルケア外来開設 
これまでも小児科及び小児外科によ
る小児がん長期フォローアップシス
テムがあり、治療終了後の患者に対
して定期的にフォローアップを継続
しているが、平成 26 年度に大学病
院の診療部門としては、わが国初の
開設となるトランジショナルケア外
来を開設した。トランジショナルケ
ア外来では、成人期に達した小児慢
性疾患の患者さんが成人診療科へ円
滑に移行するためのサポートを実施
する。これにより、今まで行われて
いた長期フォローアップに関して、
より明確に患者さんに認識していた
だける状況が整備された。 

 
(3) 小児緩和ケアチームの体制整備 

平成 26 年 9 月に小児緩和ケア部門
設置立ち上げ準備ミーティングを開
始し、数回の WG を経て、平成 27 年
2 月より小児緩和ケアチームの運用
を開始している。チームは多診療科
による医師、看護師、薬剤師、臨床
心理士、チャイルドライフスペシャ
リスト・メディカルソーシャルワー
カーなど多職種により構成されてい
る。1 週間に 1 回の定期カンファレ
ンスと回診を行い、患児の疼痛のマ
ネジメントや処置による苦痛の緩和
を行っている。 

 
２九州・沖縄地域小児がん地域計画 
 
(1) 九州・沖縄地域小児がん医療提供

体制の構築（図１） 
平成 25 年 6 月に発足した体制の
整備を継続している。 

 
(2) 九州・沖縄地域小児がん拠点病院

連絡会議の開催 
平成 26 年度は 2 回の会議を開催

した。 
第４回九州・沖縄ブロック小児

がん拠点病院連絡会議（平成 26 年 6
月 14 日） 

 第５回九州・沖縄ブロック小児
がん拠点病院連絡会議（平成 27
年 3月 7 日） 
 

(3) 九州・沖縄ブロック小児がん拠点
病院テレビ会議（表１） 
テレビ会議のシステムを、九州・
沖縄地域小児がん医療提供体制協
議会を構成するすべての施設に整
備した。平成 26 年 7 月より毎月 1
回のテレビ会議を開催している。
各県の小児がん診療体制について



 

の報告や症例検討、小児がん拠点
病院の活動報告、小児がんに関す
る中央機関や厚労科研研究班報告、
図１ 

 
 
表１ 

の報告や症例検討、小児がん拠点
病院の活動報告、小児がんに関す
る中央機関や厚労科研研究班報告、

の報告や症例検討、小児がん拠点
病院の活動報告、小児がんに関す
る中央機関や厚労科研研究班報告、

の報告や症例検討、小児がん拠点
病院の活動報告、小児がんに関す
る中央機関や厚労科研研究班報告、

治験の報告などの情報共有を行っ
た。 
 

治験の報告などの情報共有を行っ治験の報告などの情報共有を行っ

 

治験の報告などの情報共有を行っ

 

 

 



(4) 行政との連携 
福岡県庁ホームページ「小児がん」
の項目において、本院の小児がん拠
点リーフレットや九州･沖縄地域小
児がん医療提供体制組織図を掲載し
ている。また、同リーフレットは小
児がん拠点病院 14 施設及び全国の
各県庁がん対策担当へ配布済である。
福岡県がん対策推進協議会の構成員
として、全国に先駆けて「福岡県が
ん対策アクションプラン」に小児が
ん対策の充実のための取り組みを定
めた。さらに福岡県から九州各県の
担当者へ小児がん拠点病院に関する
情報提供を行った。 
 

 
                                                                                                                             
【4． 考察】 

小児がん拠点病院としての機能
を充実するために九州・沖縄ブロ
ックにおける小児がん拠点病院お
よび小児がん診療病院における連
携を確立するため、平成 26 年度は
小児がん拠点病院計画においてチ
ャイルドライフスペシャリストの
配置、長期フォローアップにおけ
るトランジショナルケア外来開設、
小児緩和ケアチームの体制整備な
どを行った。また九州・沖縄地域
小児がん地域計画に対しては九
州・沖縄地域小児がん医療提供体
制の構築、九州・沖縄地域小児が
ん拠点病院連絡会議の定期開催、
九州・沖縄ブロック小児がん拠点
病院テレビ会議の定期開催、行政
との連携（福岡県）などを行った。
今後、相談支援窓口やセカンドオ
ピニオンに対する体制の充実、思
春期のがん患者への診療体制の整
備、登録システムの整備などは継
続的な課題としてとりくみ、九州
大学病院が小児がん拠点病院とし
て目指すべき小児がん提供体制に
ついての提言を追及する。 
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